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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

北口雄幸のプロフィール

・1956 年（昭和 31）8 月 25 日

農家の４男坊として生まれる。

・士別市立大和小学校、上士別中学

校を卒業。

・1972 年、士別高校入学と同時に

レスリングに没頭。３年では主将

を務め、高校選手権北海道大会で

は 56 ㎏級で準優勝。

・1975 年、高校卒業と同時に士別

市役所に勤務。林務課、市立病院

医事課、市民課、建築課住宅担当

などに勤務。この間、自治労士別

市職労及び自治労旭川地区本部の

専従役員として労働運動に参加。

・2006 年 3 月、31 年間勤務した

市役所を退職。同年 4 月の士別市

議会議員選挙では、1,365 票を獲

得してトップ当選を飾る。

・2007 年 4 月の北海道議会議員選

挙（上川選挙区）に挑戦。初陣で

27,454 票を獲得しトップ当選。

・2011 年及び 2015 年の道議選

挙では、連続無投票で３期目の当

選を果たす。

・現在、民主・道民連合会派の幹事

長。超党派の農政議連及び林活議

連役員として、一次産業の振興を

図る。

皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
９
月
６
日
に
は
、か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
震
度
７

と
い
う
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
出

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
、

そ
し
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

目
指
す
と
と
も
に
、
観
光
産
業

な
ど
へ
の
風
評
被
害
を
な
く
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、震
災
と
同
時
に
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
と
い
う
北
海
道
全
域

が
停
電
す
る
こ
と
に
も
な
り
、

改
め
て
電
力
へ
の
依
存
の
大
き

さ
と
発
電
の
分
散
化
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線

見
直
し
問
題
で
は
、
国
か
ら
の

具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
も

明
ら
か
に
な
ら
ず
、
地
域
に
負

担
だ
け
を
求
め
る
国
の
や
り
方

に
強
い
怒
り
と
憤
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。

強
行
採
決
を

連
発

10
月
24
日
に
召
集
さ
れ
た

臨
時
国
会
は
、
わ
ず
か
48
日
間

と
い
う
短
い
日
程
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
出
入
国
管
理
法
改
正
を

は
じ
め
、
水
産
関
連
法
制
の
改

正
、
水
道
法
の
改
正
、
Ｅ
Ｕ
と

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
承
認
な
ど
、
充
分
な

議
論
を
せ
ず
に
、
強
行
採
決
を

連
発
し
、
国
民
の
声
を
無
視
続

け
て
い
ま
す
。

地
域
の

声
を

質
問

私
は
、第
４
回
定
例
会
の
予
算

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
地
域

医
療
構
想
の
取
り
組
み
や
水
道

法
改
正
に
よ
る
影
響
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る

影
響
と
継
続
的
な
検
証
、
米
国

と
の
物
品
貿
易
交
渉
で
は
オ
ー

ル
北
海
道
で
北
海
道
農
業
を
守

る
体
制
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て

質
問
を
し
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
高
橋
知
事
は
、

ま
と
も
に
答
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
粘
り
強
く
地
域
の
声
を
発

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

北
海
道
は
、
可
能
性
豊
か
な

地
域
で
す
。
道
民
の
知
恵
と
工

夫
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
も
っ
と
た
く
ま
し
い
地
域

に
飛
躍
で
き
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
、
そ
の
為
に
も
私
は
、
人

を
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と
り
の

発
想
や
想
い
を
受
け
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
政
治
家
を
貫
き
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
決
意
で
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

ふ

る

さ

と

元
気
な

郷
土
め
ざ
し

新
年
を
迎
え
決
意
新
た
に
！
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第
４
回
定
例
道
議
会
は
、
11

月
27
日
（
火
）
に
開
会
、
災
害

対
応
等
の
補
正
予
算
、「
北
海
道

植
樹
の
日
・
育
樹
の
日
条
例
」
、

「
新
た
な
外
国
人
材
受
け
入
れ

の
適
正
な
実
施
と
多
文
化
共
生

社
会
の
実
現
に
関
す
る
意
見
書
」

な
ど
を
可
決
し
、
12
月
13
日

（
木
）
に
閉
会
し
ま
し
た
。

知
事
、
議
会
で

去
就
語
ら
ず

知
高
橋
知
事
は
、
自
身
の
去

就
に
つ
い
て
、
今
定
例
会
の
論

議
で
も
一
切
明
ら
か
に
し
な
い

ま
ま
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

一
方
で
、「
定
例
会
閉
会
直
後
に

参
院
選
へ
の
転
身
の
表
明
」
が

報
道
さ
れ
る
な
ど
、
不
誠
実
極

ま
る
対
応
ぶ
り
で
し
た
。

国
追
随
の

姿
勢
強
ま
る

安
倍
政
権
は
、
短
い
会
期
の

臨
時
国
会
で
、
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
拡
大
を
目
的
と
す

る
出
入
国
管
理
法
改
正
、
水
産

関
連
法
制
の
改
正
、
水
道
法
の

改
正
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
承
認

な
ど
国
民
生
活
や
自
治
体
運
営

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要

課
題
を
十
分
な
審
議
抜
き
で
強

行
採
決
の
連
続
で
成
立
さ
せ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
課
題
は
、
本

道
で
も
一
次
産
業
を
は
じ
め
と

し
て
深
刻
な
影
響
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
道
の
対
応
、
知

事
の
見
解
を
質
疑
し
ま
し
た
が
、

知
事
は
政
府
と
同
じ
答
弁
を
繰

り
返
し
、
北
海
道
へ
の
影
響
も

語
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。

２
島
返
還
が
急
浮
上
し
た
北

方
領
土
に
つ
い
て
も
、
北
海
道

知
事
と
し
て
の
明
確
な
見
解
を

示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い
て
も
、
知

事
は
自
身
の
判
断
を
明
ら
か
に

し
な
い
あ
い
ま
い
答
弁
を
重
ね
、

実
際
に
は
、
誘
致
を
既
成
事
実

化
す
る
よ
う
な
対
応
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
支
援
、

明
ら
か
に
な
ら
ず

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
問
題
へ

の
対
応
は
切
迫
し
て
い
ま
す
が
、

国
の
支
援
姿
勢
が
明
ら
か
に
な

ら
な
い
ま
ま
で
、
新
た
な
年
を

迎
え
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
Ｅ
Ｕ
と

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
動
き
出
す
国
際
貿

易
交
渉
を
巡
っ
て
は
、
ア
メ
リ

カ
が
わ
が
国
と
の
二
国
間
交
渉

に
強
い
意
欲
を
示
し
、
本
道
農

業
な
ど
が
さ
ら
に
窮
地
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
山
積
す
る
課
題
は
、

ま
す
ま
す
深
刻
さ
を
加
え
て
い

る
の
で
す
。

知
事
が
、
こ
う
し
た
課
題
の

解
決
を
す
べ
て
棚
上
げ
し
た
ま

ま
で
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
の

は
、
無
責
任
極
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
知
事
の
４
期
16

年
間
の
道
政
運
営
の
総
点
検
の

議
論
を
重
ね
て
い
く
決
意
で
す
。

災
害
対
策
に

265
億
円

補
正
予
算
は
、
胆
振
東
部
地

震
災
害
復
旧
費
等
の
一
般
会
計

２
６
５
億
１
６
０
０
万
円
を
開

会
初
日
に
可
決
。
ま
た
、
特
別

対
策
事
業
費
な
ど
の
一
般
会
計

５
４
億
６
０
０
万
円
、
道
営
競

馬
の
誤
審
へ
の
対
応
費
等
の
特

別
会
計
３
億
８
１
０
０
万
円
が

最
終
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
成
30
年
度

北
海
道
予
算
の
総
額
は
、
一
般

会
計
２
兆
８
５
６
９
億
円
、
特

別
会
計
１
兆
１
１
９
２
億
円
の

合
計
３
兆
９
７
６
１
億
円
と
な

り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・
意
見
書

▼
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
の
誘

致
に
関
す
る
決
議
▼
新
た
な
外
国

人
材
受
け
入
れ
の
適
正
な
実
施
と

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
関
す

る
意
見
書
▼
水
道
事
業
の
基
盤
強

化
等
を
求
め
る
意
見
書
▼
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
質
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
▼
防
災
・
減
災
対
策
等

の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
▼

私
立
専
修
学
校
等
に
お
け
る
専
門

的
職
業
人
材
の
育
成
機
能
の
強
化

等
を
求
め
る
意
見
書
▼
我
が
国
の

領
土
・
領
海
の
基
点
と
な
る
離
島

の
保
全
・
管
理
に
関
す
る
意
見
書

第
４
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
27
日
～
12
月
13
日
）

予
算
特
別
委
員
会
の
総
合
政
策
部
所
管
で
、
国
際
貿
易
交
渉
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
路
線
見
直
し
に
つ
い
て
質
問
（
12
月
７
日
）

議員提案で

「北海道植樹の日・
育樹の日条例」制定

林業関係者から要望のあ

った、植樹及び育樹を通じ

て、森林及び樹木に触れ親し

み、森林の豊かさや様々な恵

みに感謝する条例を、議員提

案で制定することができま

した。

また、記念日及び月間を設

け、活動に対する積極的参加

を促すこととしています。

・植樹の日→５月第２土曜日

・育樹の日→10月第３土曜日

・植樹月間→５月

・育樹月間→10月
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
７
月
～
９
月
）

連合北海道第 31 回年次大会（10 月 24 日）

↑
会
派
の
中
央
要
請
で
道
選
出
国

会
議
員
と
懇
談
（
12
月
14
日
）

士別青少年剣道育成会ﾋﾞｰﾙﾊﾟｰﾃｨｰ（11 月 17 日）

士別市立西小学校閉校式（11 月 10 日） 甜菜振興自治体連絡協議会（11 月 7 日）

さっぽろ市士別ふるさと会（10 月 27 日）

国営農地再編整備推進連絡協議会（10 月 26 日）

士別市酪農組合連合会設立 50 周年（11 月 22 日）

↓
北
海
道
防
災
航
空
室
を
視
察

（
11
月
８
日
）

富良野市労連・退職者会３０周年（10 月 27 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
10
月
～
12
月
分
）

◆
10
月
12
日
【
南
和
広
域
医
療

企
業
団-

視
察
】
▼
奈
良
県
の
南

和
広
域
医
療
企
業
団
は
、「
南
和

の
医
療
は
南
和
で
守
る
」
の
基

本
理
念
の
も
と
に
平
成
28
年
４

月
に
ス
タ
ー
ト
。
奈
良
県
や
五

條
市
を
は
じ
め
と
す
る
１
市
３

町
８
村
の
市
町
村
で
企
業
団
を

設
立
し
、
公
立
３
病
院
の
再
編
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
や
へ
き

地
診
療
所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
（
中
略
）
▼
今
回
視
察
調
査

し
た
南
和
広
域
医
療
企
業
団
は
、

奈
良
県
知
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、『
奈
良
県
モ
デ

ル
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
県
と

12
市
町
村
が
一
体
と
な
り
、
病

院
再
編
も
同
時
に
行
い
な
が
ら

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
を
進
め

て
い
る
▼
私
は
、
以
前
に
も
青

森
県
の
「
つ
が
る
西
北
五
広
域
」

を
視
察
し
て
お
り
、
単
独
で
の

医
療
の
提
供
か
ら
地
域
が
連
携

し
、
一
体
と
な
っ
た
医
療
提
供

体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
市
町
村

の
理
解
と
と
も
に
、
道
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
11
月
２
日
【
川
内
村
を
訪
問
】

▼
士
別
市
と
絆
協
定
を
結
ん
で

い
る
福
島
県
川
内
村
（
遠
藤
雄

幸
村
長
）
を
訪
問
。
福
島
原
発

事
故
の
影
響
を
受
け
て
、
村
全

域
が
屋
内
退
避
区
域
に
設
定
さ

れ
、
村
民
に
自
主
避
難
指
示
、

そ
の
後
帰
村
宣
言
し
な
が
ら
復

興
へ
の
道
を
探
っ
て
い
る
▼
遠

藤
村
長
の
お
話
し
で
は
、
現
在

81
％
の
住
民
が
帰
村
し
て
い
る

が
、
完
全
復
興
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
震
災
時
に
、
国

や
県
、
役
場
の
情
報
を
信
じ
て

も
ら
え
ず
、
苦
労
し
た
と
の
こ

と
だ
▼
今
後
、
完
全
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
や
情
報
提
供
の

あ
り
方
な
ど
を
意
見
交
換
し
、

避
難
計
画
な
ど
で
は
、
創
造
力

が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
お
伺
い

し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
11
月
24
日
【
富
良
野
道
路-

開
通
式
】
▼『
旭
川
十
勝
道
路
「
富

良
野
道
路
」（
北
の
峰
IC〜

布
部

IC
）』
の
開
通
記
念
式
及
び
渡
り

初
め
式
に
出
席
し
て
き
た
▼
富

良
野
道
路
は
、
旭
川
と
占
冠
を

結
ぶ
観
光
は
も
ち
ろ
ん
、
農
産

物
の
輸
送
、
救
急
患
者
の
搬
送
、

災
害
時
の
代
替
道
路
と
し
て
の

役
割
と
同
時
に
、
上
川
圏
と
十

勝
圏
の
連
絡
機
能
の
強
化
を
図

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
▼
一
方
、

こ
の
区
間
8.7

km
の
工
事
に
は
、

12
年
の
歳
月
と
４
３
７
億
円
の

巨
費
が
投
入
さ
れ
て
の
完
成
で

あ
る
が
、
一
日
も
早
い
全
線
の

開
通
を
目
指
す
と
同
時
に
、
費

用
を
抑
え
た
工
法
の
開
発
な
ど

が
課
題
で
あ
る
。

◆
12
月
15
日
【
ク
リ
ス
マ
ス
の

つ
ど
い
】
▼
障
が
い
者
の
地
域
活

動
を
支
援
す
る
会
（
古
川
春
男

会
長
）
主
催
の
「
ク
リ
ス
マ
ス

の
つ
ど
い
」
に
参
加
。
例
年
よ

り
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、

地
域
で
障
が
い
者
を
支
え
よ
う

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

た
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
出
入
国
管
理
法
改
正
、
水
産

関
連
法
制
の
改
正
、
水
道
法
の

改
正
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
承
認

▼
こ
れ
は
、
わ
ず
か
48
日
間
と

い
う
短
い
日
程
の
国
会
で
成
立

し
た
重
要
法
案
で
あ
る
。
ど
の

法
案
も
、
国
民
の
生
活
に
重
要

な
影
響
を
与
え
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
極
め
て
短
い
審
議
時
間

で
強
行
採
決
さ
れ
た
の
で
あ
る

▼
「
主
権
在
民
」。
日
本
国
憲
法

の
前
文
及
び
第
１
条
で
「
主
権

が
国
民
に
存
す
る
」
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
国

民
の
声
を
聴
か
な
い
国
会
運
営

は
、
と
て
も
主
権
在
民
が
存
在

す
る
国
と
は
思
え
な
い
▼
12

月
14
日
、
国
は
、
沖
縄
県
の
辺

野
古
の
埋
め
立
て
予
定
地
の
海

に
土
砂
の
投
入
を
開
始
し
た
。

「
沖
縄
県
の
民
意
は
、
知
事
選

で
示
さ
れ
た
」
に
も
関
わ
ら
ず

で
あ
る
。
こ
の
国
に
民
主
主
義

と
地
方
自
治
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
▼
政
治
を
国
民
に
取
り
戻

す
。
そ
の
第
一
歩
は
、
統
一
自

治
体
選
挙
と
参
議
院
議
員
選
挙

で
示
す
こ
と
だ
。（
ゆ
う
こ
う
）

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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南和広域医療企業団を訪問

福島県川内村を訪問し遠藤村長と懇談

富良野道路の開通式障がい者を支援する Xmas のつどい


